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論文内容要旨
 肝悪性腫瘍の超音波診断に関する研究
研 究
目
的
 肝悪 性腫瘍の超音波診断法については, How ry のSomascope以 来多くの報告がみられる
 が, ま だそ の横奪法に標準的な 方法がな く, 又超音波断層 所見の 判定 についても, 症例の経験的
 蓄積 の域 を出ず, 客観性に乏 しぐ, 補助 診断法と しての価値にとどまってい る。 私は、 この超音
 波検査 による肝悪性腫瘍の 診断 法を,実際臨床 に活用出来る方法にま でもっていく目的 で, その
 検査条件の基準化を試み', 更に超音波 断層 所見の分類に関 す検討, 断層所見を客観化するための
 圃瘍 エコー強 度の 測定を試み, 又超 音波 検査法を更に精検及確定診断法と して役に立 つ レベ ルま
 で引き上げる一つの了プ・ 一チとして, 超音波 検査下の肝腫瘍の 狙撃細胞診の 方法について考案
 し, 臨床例について検討 したのでその 成積 について報告する。
           対象
 東北大学医学部山形内科で, 肝の超 音波検査を行った症例中, 病理組織学的 に確認された。 肝
 細胞性肝癌 7初, 胆菅 細胞性肝癌 3例, 転移性肝癌1 1例 を対 象と した。
           検査方法
 装置は東芝性Sonolayer -91aph SSA O2A型, 探触子は2Mc, 10φ,セラミ ツク
 振動子を用bた。 検査は,患者を左半側 臥位と し, 第7, 第8, 肋間腔 を標準 走査線と して行っ
 た。 検査 条件は, 症例により適当なRej ectioルSTG. をかけ, これを一定に して・ 入力 側
 を減衰器 を用いて3 dB メテツ プで減衰させ断層像 を描出 した。. 記録 は, 35瑠カメラ及ポラ・
 イ ドカメラゼブラウン管を撮影 した。 '
           成績
 超音波断層 所見の検討は, 3dB ステップで記録 した写真の中から, 肝悪性腫瘍が最 も明僚に
 記録 された写真を 素材として行 つたが・結果 は, 21例中 18例に肝腫瘍 エコーを得・ かっその
 像は, 共通 して,輝度の強い・ 大小不規則なエコースポッ トによりなりたっていた。 しか し, そ
 の配列形態 をみる と, 諸家によって従来のべ られていたように決 して肝腫瘍の エコ 一像を 一つの
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 型に表 現するこ とはむづかしく, 結節構造をとるS型と, 嚢状 構造 と結節 構造の 混在 したM型,
 及その中間型に分類された。 これは, 肝腫瘍がその発育, 進展 過程でその音響的 性質が変化する
 ことを示 している もの と考えられる。 検査 条件 (適正な減衰値 )の問題では, 正常 者の肝の走査
 条件をコント・一ルと して, 肝腫瘍の適正走査条件をもとめる方法を試みr 肝腫瘍を 走査する適
 正条件は, 正常肝を同 一装置, 同一R., STG, で走査 し, 肝内部エコーがきえて肝表面, 裏面
 りんか くの描出される 条件で最も少く減 衰をかけた条件 」であるという 結果を 得た。 これは方法
 論的 にみて, 装置1が基 準化されず, 又装置相互 間の 比較を行える正確な方法がな い現在でも走査
 法 を基 準化出来る 可能性を示 した ものであり, 多く の患者 を短時間に検査 しなければならな いス
 クリー二 著グ検査へ超音波 検査を活用する道を開くものである。 肝悪性腫瘍エコーの定量につい
 ては, 肝 腫瘍 エコーをほぼ同じ深さ にある健常肝組 織の エコーの強さと比較定量する方法(感度 '
 断層 法 )を行なったが, 結果 は, 腫瘍部 エコーが健常部より12士3dB 強いという値で あった。
 これは, ほぼ同 じ距離 の反射体同志のエ コーを 比較 する のであれば, 超音波の肝による 距離 函数
 的減衰に よる補正を行わなくともよく, 同一断層像で比較するため, 装置の感度の検定や, 走査
 条件 の再 現性を問題にする等のわず らわ しさ の左い点, マr 彦ン テス トと異なり, 不安定なAス
 コー プ像 でなく, 安定 した断層 像を利用 出来, カ)つ, 標 準反 躬体.を平 面を用い ず, 不規則 である
 が 故に ほぼ 一定で, 超 音波 の入躬角 の変動にそれ程 左右されない散乱体 である肝組織に した点,
 で安定 した方法であり, 実用的方法であわ と考える。 超音波検査下の狙撃細胞診に ついては, 超
 音波検査装置の計測能力 と指向性を 活用 し, 計測的 に細胞を採取する方法 (計測狙撃法 )及狙撃
 針と腫瘍を 一枚の断層像に映像化 して行う観察下狙撃法を試み, 9例中 8例で細胞診陽性の成績
 を 得たが, これは超音波検査 の新たな活用法と して, 又肝 内部 に限局する腫瘍 に対す病理組 織学
 的検索の手段を新たに提供するものと して, 肝 腫瘍 の早期 診断 への 貴重なアブ・ 一チの 一つ と考
 え る。
結
筆
論
 (1) 肝悪 性腫瘍の超音波断層 像は, 輝度が強くエコー配列が不規則で, 大小不同を示 し, エ コー
 パター ンは結節状構造を とるS型。 輪郭 不明僚で結 節状構造と嚢状構造との 混在する型(M型 ),
     ご
 その 中間型 (SM型 )の 3型に分類さ詐る。(2)肝悪性腫瘍をよく描出する 条件は, 正常肝の肝内
 部エコ 一が出 ない程度で最も減 衰を 少く した 条件 がよい。 (3) 肝悪性腫瘍のエコー強度を判定 する
 方法と しては, 周囲 の非腫瘍組織のエ コーと感度断層 法によって 比較 する のがよく, 肝悪性腫瘍
 'のエコニの周囲肝組織 に対 する感度断層値は12士3dB であった。 (4)肝悪性腫瘍の疑診をもた
 .れた症例の確定 診断には, 這音波検査 下の 狙撃細胞診が安全でかっき わめて有効.な 方法であるこ
 とを確認 した。
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 審査結果の要旨
 著者は, 超音波検査による肝悪性腫瘍の 診断法を, 実際臨 床に活用出来る方法にま でもってい
 く目的で, その検査条件の基準化を試み, 更に超音波断層所見の分類に関する検討, 断層所見を
 客観化するための腫瘍エコー強度の測定を試み, 又超音波検査法 を更に精検及び確定診断法とし
 て役に立つ レベルま で引き上げる一つのアプ・ 一チと して, 超音波検査下の肝腫瘍の狙撃細胞診
 の方法について考案し, 臨床例について検討 しているが, 東北大学医学部山形内科で, 肝の超音
 波検査を行った症例中, 病理組織学的に確認された肝細胞性肝癌7例, 胆管癌3例, 転移性肝癌
 11 例を対象と し, 装置は東芝性 Sonoluyer-glaph SSAO2A型, 探触子は 2Mc, 10
 φ, セラミ ック振動子を用い, 次の ような成績を得ている。
 肝悪性腫瘍の超音波断層像は, 輝度が強く, エコー配列が不規則で, 大小不同を示し, エコー
 パターンは結節状構造をとる (S型 ), 輪郭不明僚で結節状構造と嚢状構造との混在する型(M
 型), その中間型(SM型)の3型に分類される。 肝悪性腫瘍をよく抽出する条件は, 正常肝の
 肝内部エコーが出ない程度で最も減衰を少なく した条件がよい。 肝悪性腫瘍の エコ 一強度を判定
 する方法と しては, 周囲の非腫瘍組織の エコー と感度断層法によって比較す るのがよ く, 肝悪性
 腫瘍のエコーの肝周囲組織に対する感度断層 値は 12±3dB である。
 肝悪性腫瘍の 疑診をもたれた症例の確定診断には, 超音波検査下 の狙 撃細胞診が安全でかつ き・
 わめて有効な方法で ある ことを認めた と結論 してい る。
 したがって, 本論文 は学位を授与するに値する ものと認める。
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